
廃棄物処理法に関する
基礎知識

香川県環境森林部循環型社会推進課
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廃棄物の定義

物

廃棄物
一般廃棄物

産業廃棄物

有価物

廃棄物とは（廃棄物該当性の判断基準）
占有者が自ら利用し、又は他人に有償で譲渡することができないために不要と
なったものをいい、これらに該当するか否かは、その物の性状、排出の状況、通
常の取扱い形態、取引価値の有無及び占有者の意思等を総合的に勘案して判
断すべきものである。

2



一般廃棄物と産業廃棄物

廃棄物

一般廃棄物

産業廃棄物

特別管理一般廃棄物

（普通の）一般廃棄物

特別管理産業廃棄物

（普通の）産業廃棄物

市町村に処理責任

排出事業者に処理責任

一般廃棄物の定義：産業廃棄物以外の廃棄物
産業廃棄物の定義：事業活動に伴って生じた廃棄物のうち、燃え殻、

（中略）その他政令で定める廃棄物と輸入廃棄物
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産業廃棄物20種類

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック
類

ゴムくず

金属くず
ガラスくず、コンク
リートくず、陶磁器く

ず

鉱さい

がれき類

ばいじん

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系
固形不要物

動物の糞尿

動物の死体

13号廃棄物

あらゆる事業活動に伴うもの

特定の事業活動に伴うもの
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産業廃棄物

紙くず 建設業に係るもの（工作物の新築、改築又は除去により生じ
たもの）、製紙業、出版業等

木くず 建設業に係るもの（工作物の新築、改築又は除去により生じ
たもの）、木材・木製品製造業、パルプ製造業等

動植物性残さ 食料品製造業、医薬品製造業、香料製造業において原料とし
て使用した動物又は植物に係る固形状の不要物

動物の糞尿
動物の死体 畜産農業に係るもの

繊維くず 建設業に係るもの（工作物の新築、改築又は除去により生じ
たもの）、繊維工業（一部を除く）等

特定の事業活動の一例
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動物系固形
不要物

と畜場において処分した獣畜、食鳥処理場において処理した
食鳥に係る固形状の不要物



特別管理産業廃棄物
特別管理産業廃棄物とは

産業廃棄物のうち、爆発性、毒性、感染性その他の人の健康又は生活環境に係
る被害を生ずるおそれがある性状を有するものとして政令で定めるもの

・燃焼しやすい廃油（揮発油類、灯油類、軽油類）
・pH２以下の強酸性廃液
・pH12.5以上の強アルカリ性廃液
・感染性産業廃棄物

・特定有害産業廃棄物（ＰＣＢ廃棄物、廃石綿等、一定濃度以上の有害物質
を含む燃え殻、汚泥等）

※特別管理産業廃棄物を生ずる事業場を設置している事業者は、当該事業所
ごとに特別管理産業廃棄物管理責任者（資格要件有）を置かなければならない。
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産業廃棄物の処理
産業廃棄物の処理は、
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①排出事業者が自ら産業廃棄物の運搬・処分を行う。

②排出事業者が産業廃棄物収集運搬業者・処分業者に委託して行う。

・排出事業者は、その事業活動に伴って生じた廃棄物を自らの責任において
処理しなければならない（法第３条第１項、第11条第１項）。

・産業廃棄物を運搬・処分するときは、処理基準に基づき産業廃棄物の処理を
行う必要がある（法第12条第１項）。

・排出事業者は、委託基準に基づき産業廃棄物の処理を委託しなければなら
ない（法第12条第５項、第６項）。

・産業廃棄物収集運搬業者・処分業者は、処理基準に基づき産業廃棄物の処
理を行う必要がある（法第14条第12項）。



• 排出事業者の明確な定義はないが、その廃棄物を排出する仕事を支配・管理
している者が排出事業者になるとされている。

• ただし、建設工事に伴って生じる廃棄物は、ごく一部の例外を除き、※建設
工事の元請業者が排出事業者となる。

• 処理を他人へ委託する場合、契約書の締結、マニフェストの交付を必ず行う
必要がある。

発
注
者

元
請
業
者

下
請
業
者

産廃処理施設

発注

下請業者が運搬

排出事業者

産
廃
処
理
業
者

運搬

下請業者は、産廃収集
運搬業許可が必要

委託

廃棄物処理法における排出事業者

※建設工事には、建物の
解体工事も含まれます。
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産業廃棄物の処理委託について

• 収集運搬の委託は、排出事業者が直接収集運搬業の許可を受けた業者
（又は法令で許可不要とされている業者）に委託すること。

• 処分の委託は、排出事業者が直接処分業の許可を受けた業者（又は法
令で許可不要とされている業者）に委託すること。

排
出
事
業
者

収
集
運
搬
業
者

（
処
分
業
許
可
な
し
）

処
分
業
者

収集運搬・処分
を委託

処分を委託
＜悪い例＞

＜正しい例＞

直接収集運搬を委託

直接処分を委託
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排出事業者が自ら運搬する場合について

産業廃棄物の収集運搬のルール（その１）

・産業廃棄物を収集運搬していることの表示
・排出事業者名

下請け事業者が運搬する場合について

・産業廃棄物を収集運搬していることの表示
・業者名
・許可番号

産業廃棄物収集運搬車
●●株式会社
（許可番号）

・ 見やすいこと
・ 鮮明であること
・ 両側面に表示すること
・ 識別しやすい色の文字であること

（見本）

90pt以上
（約3cm以上）

140pt以上
（約5cm以上）

※自ら運搬する場合でも処理基準を順
守する必要あり。

※下請けで運搬する場合は、収集運
搬業の許可が必要
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収集運搬車両の携帯書類について

産業廃棄物収集運搬車への表示・書面備え付け義務（環境省）

産業廃棄物の収集運搬のルール（その２）

タブレット端末等に保存した許可証の写し
（PDF)を携帯して代替しても良い。
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産業廃棄物の収集又は運搬の基準（主なもの）
（法第12条第１項、政令第６条第１項第１号）

①産業廃棄物が飛散し、及び流出しないようにすること。

②収集又は運搬に伴う悪臭、騒音又は振動によって生活環境の保全上支障が
生じないように必要な措置を講ずること。

③産業廃棄物の収集又は運搬のための施設を設置する場合には、生活環境
の保全上支障を生ずるおそれのないように必要な措置を講ずること。

④運搬車、運搬容器及び運搬用パイプラインは、産業廃棄物が飛散し、及び流
出し、並びに悪臭が漏れるおそれのないものであること。

⑤石綿含有産業廃棄物又は水銀使用製品産業廃棄物の収集又は運搬を行う
場合には、破砕することのないような方法により、かつその他の物と混合するお
それのないように他の物と区分して収集し、又は運搬すること。
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産業廃棄物の収集運搬のルール（その３）



廃棄物の保管について（事業場内保管）

• 周囲に囲いを設置すること
• 見やすい場所に掲示板を設けること
• 汚水が生ずるおそれがある場合、公共水域及び地下水汚染防止のため
の措置を講じること（排水溝等の設備を設置する、底面を不浸透性の
材料で覆う）

• 保管高さを遵守すること
• その他飛散流出等の防止のための措置を講ずること
• ねずみの生息、蚊・はえその他の害虫が発生しないようにすること
• 石綿含有産廃を扱う場合は、他の物と混合しないようにし、飛散防止
措置をとること

• 水銀使用製品産廃を扱う場合は、他の物と混合しないようにすること

注意
・これは、排出事業者が、排出事業場で保管する場合の基準です。
・建設工事に伴い生ずる産業廃棄物を排出した事業場の外において自ら保管
（保管の用に供される場所の面積が300㎡以上の場所で行うものに限る。）
を行うときは、事前に届出が必要になる。
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廃棄物の保管について（事業場内保管）

産業廃棄物保管場所
名称、代表者
本社所在地
責任者氏名

連絡先電話番号

株式会社○○ 代表取締役 ＸＸＸＸ
香川県○○市○○町ＸＸ番地ＸＸ
△△ △△
ＸＸＸ－ＸＸＸ－ＸＸＸＸ

産業廃棄物の
種類

廃プラスチック類、ガラスくず・コンク
リートくず及び陶磁器くず、金属くず
（水銀使用製品産業廃棄物を含む）

最大保管高さ 1.0 m
※縦、横それぞれ60cm以上
※産業廃棄物を事業場内で保管する際の掲示板

掲示板の例
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●マニフェストを交付する際の遵守事項

①産業廃棄物の種類ごとに交付すること。
②産業廃棄物の運搬先が複数ある場合は、運搬先ごとに交付すること。

③廃棄物の種類、数量及び交付受託者の氏名又は名称がマニフェスト
に記載された事項と相違がないか確認の上、交付すること。

④中間処理業者が２次マニフェストを交付する際は、最終処分を行う場
所、処分を委託した排出事業者の氏名又は名称及び管理票の交付番
号について、交付又は回付されたマニフェストと相違がないことを確認
の上交付すること。

マニフェストの基本事項①
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●マニフェストの流れ

排出事業者 収集運搬業者 処分業者①Ａ-E票

②Ａ票Ａ票

③Ｂ１-Ｅ票

④Ｂ１・Ｂ２票

Ｂ１票

⑤Ｂ２票

Ｃ１票

⑥Ｃ２票
Ｃ２票

⑦Ｄ票

⑧Ｅ票

①排出者が必要事項を記載し、運搬業者に全てを交付する。
②運搬業者が運搬の受託の欄等に必要事項を記載し、排出者にＡ票を返す。
③運搬終了後、運搬業者は運搬終了日を記載し、処分業者にＢ１～Ｅ票を回付。
④処分業者が処分の受託の欄等に必要事項を記載し、運搬業者にＢ１・Ｂ２票を
返す。
⑤運搬業者は、運搬終了後、10日以内にＢ２票を排出者に送付する。
⑥処分業者は、処分終了後、10日以内にＣ２票を運搬業者に送付する。
⑦処分業者は、処分終了後、10日以内にＤ票を排出者に送付する。
⑧処分業者は、最終処分終了の確認後、10日以内にＥ票を排出者に送付する。

Ｅ票

Ｄ票

Ｂ２票

５年間保存が必要
なマニフェスト

※７枚複写のマニフェストの１次マニフェストの場合

（法第12条の３）

マニフェストの基本事項①



出典元：公益社団法人全国産業資源循環連合会

交付年月日 交付番号 整理番号 交付担当者

（直行用）

産業廃棄物管理票（マニフェスト）A票

発行元：公益社団法人　全国産業資源循環連合会

最終処分を
行った場所

名称　所在地　電話番号　　 照
合
確
認

B2票　　　　　　　　 　   　             　　年　　月　　日

D  票　　　　　　　　 　　                　　年　　月　　日

E  票　　　　　　　　 　              　　　　年　　月　　日

処分の受託
（受託者の氏名又は名称）
（処分担当者の氏名）

処　　　分
終了年月日 　　年　　月　　日

最終処分
終了年月日 　　年　　月　　日

運搬の受託
（受託者の氏名又は名称）
（運搬担当者の氏名）

運　　　搬
終了年月日 　　年　　月　　日

有価物拾集量

処
分
受
託
者

氏名又は名称
又
は
保
管

積
替
え

氏名又は名称

住所 〒　　　　　　　　　　　　電話番号 所在地 〒　　　　　　　　　　　　電話番号

中間処理
産業廃棄物

管理票交付者（処分委託者）の氏名又は名称及び管理票の交付番号（登録番号）
□ 帳簿記載のとおり
□ 当欄記載のとおり

最終処分
の場所

名称/所在地/電話番号
□ 委託契約書記載のとおり
□ 当欄記載のとおり

運
搬
受
託
者

氏名又は名称
（
処

分
事

業

場

）

運

搬

先
の

事

業
場

氏名又は名称

住所 〒　　　　　　　　　　　　電話番号 所在地 〒　　　　　　　　　　　　電話番号

□ 指定下水汚泥

□ ゴムくず □ 鉱さい(有害）

□ 木くず □ 13号廃棄物 □ PCB等 □ 廃水銀等 備考・通信欄

□ 繊維くず □ 動物系不要固形物 □ 廃石綿等

□ 動植物性残さ

処分方法

□ 廃プラスチック類 □ 家畜の死体 □ 強アルカリ(有害） □ ばいじん（有害）

□ 紙くず □ ばいじん □ 感染性廃棄物 □ 13号廃棄物（有害）

産業廃棄物の名称

□ 廃酸 □ がれき類 □ 強酸(有害） □ 廃酸（有害）

□ 廃アルカリ □ 動物のふん尿 □ 強アルカリ □ 廃アルカリ（有害） 有害物質等

□ ガラスくず等 □ 引火性廃油（有害） □ 廃油（有害）

□ 廃油 □ 鉱さい □ 強酸 □ 汚泥（有害）

産
　
　
業
　
　
廃
　
　
棄
　
　
物

□　種類（普通の産業廃棄物） □　種類（特別管理産業廃棄物）
数量（及び単位） 荷姿

□ 燃えがら □ 金属くず □ 引火性廃油 □ 燃えがら(有害）

□ 汚泥

　　年　　月　　日
氏名

（
排
出
者

）

事
 

業
 

者

氏名又は名称
（
排
出
事
業
場

）

事
 
 

業
 
 

場

名称

住所 〒　　　　　　　　　　　　電話番号 所在地　〒　　　　　　　　　電話番号

□水銀使用製品産業廃棄物

□水銀含有ばいじん等

□石綿含有産業廃棄物

□特定産業廃棄物
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交付年月日 交付番号 整理番号 交付担当者　　年　　月　　日
氏名

（
排
出
者

）

事
 

業
 

者

氏名又は名称
（
排
出
事
業
場

）

事
 
 

業
 
 

場

名称

住所 〒　　　　　　　　　　　　電話番号 所在地　〒　　　　　　　　　電話番号

１ 2

3 4

マニフェストの記載

出典元：公益社団法人全国産業資源循環連合会

①交付年月日
マニフェストを交付した日付を記載する。
②交付担当者
マニフェストの交付を担当した従業員の氏名を記載する。
③事業者（排出者）
排出事業者の名称、住所等を記載する。
④事業場（排出事業場）
産業廃棄物を排出した事業場の名称、所在地等を記載する。
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中間処理
産業廃棄物

管理票交付者（処分委託者）の氏名又は名称及び管理票の交付番号（登録番号）
□ 帳簿記載のとおり
□ 当欄記載のとおり

最終処分
の場所

名称/所在地/電話番号
□ 委託契約書記載のとおり
□ 当欄記載のとおり

□ 指定下水汚泥

□ ゴムくず □ 鉱さい(有害）

□ 木くず □ 13号廃棄物 □ PCB等 □ 廃水銀等 備考・通信欄

□ 繊維くず □ 動物系不要固形物 □ 廃石綿等

□ 動植物性残さ

処分方法

□ 廃プラスチック類 □ 家畜の死体 □ 強アルカリ(有害） □ ばいじん（有害）

□ 紙くず □ ばいじん □ 感染性廃棄物 □ 13号廃棄物（有害）

産業廃棄物の名称

□ 廃酸 □ がれき類 □ 強酸(有害） □ 廃酸（有害）

□ 廃アルカリ □ 動物のふん尿 □ 強アルカリ □ 廃アルカリ（有害） 有害物質等

□ ガラスくず等 □ 引火性廃油（有害） □ 廃油（有害）

□ 廃油 □ 鉱さい □ 強酸 □ 汚泥（有害）

産
　
　
業
　
　
廃
　
　
棄
　
　
物

□　種類（普通の産業廃棄物） □　種類（特別管理産業廃棄物）
数量（及び単位） 荷姿

□ 燃えがら □ 金属くず □ 引火性廃油 □ 燃えがら(有害）

□ 汚泥

□水銀使用製品産業廃棄物

□水銀含有ばいじん等

□石綿含有産業廃棄物

□特定産業廃棄物

マニフェストの記載

出典元：公益社団法人全国産業資源循環連合会

⑤産業廃棄物の種類
産業廃棄物の種類を記載する。シュレッダーダストのように、複数の産業廃棄物が不可分
の状態で混合している場合は、その廃棄物の一般的な名称を記載してもかまわない。
⑥中間処理産業廃棄物
中間処理業者が処理を委託する際に記載する。排出事業者が記載する必要はない。
⑦最終処分場の場所
最終処分を行う先の名称・場所を記載する。
⑧備考・通信
運搬や処分を行う際の注意事項を記載。

5

6

7

8
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マニフェストの記載

処
分
受
託
者

氏名又は名称
又
は
保
管

積
替
え

氏名又は名称

住所 〒　　　　　　　　　　　　電話番号 所在地 〒　　　　　　　　　　　　電話番号

運
搬
受
託
者

氏名又は名称
（
処

分

事

業

場

）

運

搬

先

の

事

業

場

氏名又は名称

住所 〒　　　　　　　　　　　　電話番号 所在地 〒　　　　　　　　　　　　電話番号

出典元：公益社団法人全国産業資源循環連合会

9 10

11

⑨運搬受託者
収集運搬業者の名称・住所を記載する。
⑩運搬先の事業場（処分事業場）
処分を行う施設の名称・場所を記載する。
⑪処分受託者
中間処理又は最終処分を行う業者の名称・住所を記載する。
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マニフェストの記載

最終処分を
行った場所

名称　所在地　電話番号　　 照
合
確
認

B2票　　　　　　　　 　   　             　　年　　月　　日

D  票　　　　　　　　 　　                　　年　　月　　日

E  票　　　　　　　　 　              　　　　年　　月　　日

処分の受託
（受託者の氏名又は名称）
（処分担当者の氏名）

処　　　分
終了年月日 　　年　　月　　日

最終処分
終了年月日 　　年　　月　　日

運搬の受託
（受託者の氏名又は名称）
（運搬担当者の氏名）

運　　　搬
終了年月日 　　年　　月　　日

有価物拾集量

12
13

⑫最終処分を行った場所
中間処理業者が中間処理後の廃棄物を委託した場合、委託した廃棄物の最終処分
先の処理施設名称・場所を記載する。
⑬照合確認
「B2票」「D票」「E票」が戻ってきたときに、「A票」のこの欄に日付を記載する。

出典元：公益社団法人全国産業資源循環連合会

※紙マニフェストは、記載事項及び様式が法で規定されている。（施行規則第8条の21第1
項、第2項「様式第2号の15」）
※記載事項が欠けている場合等、施行規則に合致しない様式は、紙マニフェストとして認
められず、そのようなものを使用した場合には、紙マニフェスト不交付と同様に扱われる
ことになる。
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建設会社A

A社運搬

本来の排出事業者でないＢ社が
マニフェストを交付していた。

Ｂ社積替保管施設 Ｃ社処分施設

Ｂ社運搬

Ａ社は、Ｂ社・Ｃ社と委託
契約書を結んでいない。

Ｂ社が排出事業者としてマニフェストの交付

●悪い例
・建設会社Ａは、建設工事に伴って排出した産業廃棄物をＢ社まで自ら運搬し、Ｂ社
（収集運搬業（積替保管含む）許可業者）に引き渡した。

・このとき、Ａ社は、マニフェストを交付しておらず、Ｂ社が排出事業者としてマニフェス
トを作成し、Ｃ社（処分業許可業者）に交付していた。

マニフェストに関する悪い例
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建設会社A
A社運搬

Ｂ社積替保管施設 Ｃ社処分施設
Ｂ社運搬

Ａ社が排出事業者としてマニフェストの交付

●本来の手順

Ａ社は、Ｂ社と産業廃棄物収集運搬
委託契約書を結ぶ。

Ａ社は、Ｃ社と産業廃棄物処分
委託契約書を結ぶ。

マニフェストに関する悪い例
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香川県環境管理課より
石綿等について
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